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1	工業簿記と原価計算
1．商業簿記と工業簿記
これまで学習してきた商業簿記は，仕入先から商

しょう
品
ひん
を購入し，その商品を得意先へ販売する商

しょう

品
ひん
売
ばい
買
ばい
業
ぎょう
（商

しょう
企
き
業
ぎょう
）で用いられる簿記である。

これから学習する工業簿記は，材料を仕入れ，機械などを利用して加工し，製
せい
品
ひん
を作り販売す

る製
せい
造
ぞう
業
ぎょう
，メーカー（工

こう
企
き
業
ぎょう
）で用いられる簿記である。

商企業と工企業を見くらべてみると，外部から商品あるいは材料を仕入れる購買活動と，外部
に商品あるいは製品を販売する販売活動は両者とも同じである。
したがって，工企業の特徴は製

せい
品
ひん
の製
せい
造
ぞう
（製
せい
造
ぞう
活
かつ
動
どう
）を行うことにあり，工業簿記は，この製

造活動を記録することといえる。

工業簿記の基礎
T h e m e

Date.1 / Date.2 / Date.3 /

ここでは，工業簿記と原価計算について，主な用語とその概要を学習する。C h e c kC h e c k
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2．工業簿記と原価計算
製造活動は企業内部で行われる活動（内部活動）であり，製品を製造するのにいくらお金がか

かったのかを自ら計算しなければならない。たとえば自動車製造業では，自動車を造るために鉄
板やタイヤなどの材料の代金，製造する人たちの賃金や電力料・ガス代・水道代などがかかる。
このような製品を製造するためにかかった金額のことを原価といい，製造活動の記録のために

は原価の計算が必要となる。この原価を正確に計算するための計算手続を原
げん
価
か
計
けい
算
さん
という。

工企業では，製品の原価を原価計算によって計算し，計算結果を工業簿記によって帳簿に記録
する。その後，財務諸表を作成・報告する。工業簿記は原価計算なしでは帳簿に記録する正確な
金額を得ることができず，両者は密接な関係にある。
したがって，これから学習する２級工業簿記においても，原価計算によって原価を計算するこ

とと，その計算結果を工業簿記によって帳簿に記録することの両方を同時に学習していく。

3．原価計算期間
工企業においても，商企業と同じように一会計期間（通常１年）における活動の記録にもとづ

いて，貸借対照表や損益計算書を作成するが，その記録のために行われる原価計算は通常１カ月
単位で行われる。この計算期間のことを原

げん
価
か
計
けい
算
さん
期
き
間
かん
という。

このように１カ月ごとに原価を計算するのは，製品の原価を迅速に算出するためである。ま
た，次の月において少しでも原価を低くするための資料としても役立てていくことができるから
である。なお，この場合の１カ月というのは，通常暦

こよみ
の１カ月（毎月１日から末日まで）である。

会計期間（例：4/1～3/31）

原価計算期間

（注）原価計算から得られる数値を複式簿記に組み込み，原価計算と有機的に結合している工業簿記を完
かん
全
ぜん
工
こう

業
ぎょう
簿
ぼ
記
き
という。また，製造活動によって生じる資源の消費を直接に把握せず，期末に実地棚卸を行ってそ

の変動を間接的に把握する簿記を商
しょう
的
てき
工
こう
業
ぎょう
簿
ぼ
記
き
という。なお，本書で扱うのは完全工業簿記である。

　昭和37（1962）年に大蔵省企業会計審議会から公表された「原価計算基準」は，従来日本の
企業で行われていた原価計算に関する慣行のうち，一般に公正妥当と認められるところを要約し
たものであり，すべての企業により尊重されるべきものである。したがって，わが国における，
原価計算に関する実践規範といえる。

原価計算基準
★supplement
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2	原価とは
1．製造原価と総原価

工業簿記において，原
げん
価
か

とは製品を製造するためにかかった費用のことをいう。また，この場
合の原価を製

せい
造
ぞう
原
げん
価
か

という。
さらに，製品を販売するためにかかった費用を販

はん
売
ばい
費
ひ

，企業全般の管理のためにかかった費用
のことを一

いっ
般
ぱん
管
かん
理
り
費
ひ

といい，製造原価に販売費及び一般管理費を加えて総
そう
原
げん
価
か

という。

製品を
製造するために
かかった費用

製品を
製造するために
かかった費用

一般管理費

販売費

製造原価
総原価

設例	 1-1

次の項目について，製造原価に算入されるものに○印，製造原価に算入されないもの
に×印をつけなさい。
⑴　製品の材料消費額
⑵　工場で作業する工員の賃金
⑶　工場機械の減価償却費
⑷　製品を販売する販売員の給料
⑸　本社建物の減価償却費

〈解答・解説〉
⑴　○ … 製品を製造するためにかかった費用であり，製造原価である。
⑵　○ … 製品を製造するためにかかった費用であり，製造原価である。
⑶　○ … 製品を製造するためにかかった費用であり，製造原価である。
⑷　× … 製品を販売するためにかかった費用であり，販売費である。
⑸　× … 本社では製品の製造・販売以外の企業全般の管理を行っており，その減価償

却費は一般管理費である。

　工業簿記において原価とは，通常，製造原価のことをいう。
　２級工業簿記では，この製造原価の計算が最も重要である。ここが

POINT

（注）販売費及び一般管理費については，商企業と同様に，実際発生額を全額，発生した期間の費用（期間原
価）とする。また，販売費及び一般管理費をあわせて営

えい
業
ぎょう
費
ひ

とよぶことがある。
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2．非原価項目
製造原価，販売費及び一般管理費以外の費用を非

ひ
原
げん
価
か
項
こう
目
もく
といい，基本的には２級商業簿記で

学習する営業外費用や特別損失がこれにあたる。
これら非原価項目は，製品の原価を計算（原価計算）する際，原価に含めてはいけないので注

意すること。

　製造原価および総原価に含めない項目を非原価項目といい，次のようなものがある。
⑴　経営目的に関連しないもの
①　投資資産である不動産・有価証券，未稼動の固定資産，長期にわたって休止している設
備，その他経営目的に関連しない資産などに関する減価償却費，管理費，租税などの費用
②　寄付金など経営目的に関連しない支出
③　支払利息，割引料などの財務費用
④　有価証券評価損および売却損
⑵　異常な状態を原因とするもの
①　異常な仕損・減損・棚卸減耗・貸倒損失など
②　火災・風水害などの偶発的事故による損失
③　その他訴訟費用，偶発債務損失など
⑶　税法上特に認められている損金算入項目（課税所得算定上，いわば経費として認められるもの）
①　特別償却（租税特別措置法による償却額のうち通常の償却範囲額を超える額）など
⑷　企業の利益から支払われるもの
①　法人税，所得税，住民税など
②　配当金など

非原価項目
★supplement

基本例題01� 解答・解説256ページ

　下記の項目について，原価計算上，製造原価となる項目には１，販売費となる項目には２，一
般管理費となる項目には３を，それぞれの項目の〔　　〕の中に記入しなさい。
〔　　〕工場電力料・ガス代・水道代
〔　　〕新製品を販売するための広告費
〔　　〕工場事務職員給料
〔　　〕本社事務職員給料
〔　　〕製品の素材消費額
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3	製造原価の分類
製品を製造するためにかかった費用（製造原価）は，いくつかの方法で分類できる。

1．製造原価の種類による分類（形態別分類）
製品を製造するために，何を使用（消費）して発生した原価（どんな種類の原価）なのか，と

いう基準で分類する方法を形
けい
態
たい
別
べつ
分
ぶん
類
るい
という。この方法では製造原価は，材料費，労務費，経費

の３つに分類される。
⑴　材料費
製品を製造するために使われる物品を材料といい，製品の製造のために材料を使用（消
費）したときの金額（消費額）のことを材

ざい
料
りょう
費
ひ
という。

⑵　労務費
製品を製造するために労働力を消費したときの消費額を労

ろう
務
む
費
ひ
という。具体的には，工場

で作業する工員の賃金などがある。
⑶　経　費
製造原価のうち，材料費・労務費以外のものすべてを経

けい
費
ひ
という。具体的には，工場設備

の減価償却費や電力・ガス・水道の消費額などがある。

2．製品との関連における分類
製品を製造するために，ある製品（特定の製品）にどれくらい原価が消費されたかを個別に計

算できるかどうか，という基準で分類する方法を，製
せい
品
ひん
との関

かん
連
れん
における分

ぶん
類
るい
という。この方法

では，製造原価は製造直接費と製造間接費に分類される。
⑴　製造直接費
ある製品を製造するためにどれくらいの金額がかかったかを個別に計算できる製造原価を

製
せい
造
ぞう
直
ちょく
接
せつ
費
ひ
という。具体的には，その製品の製造のために消費した材料費などがある。

⑵　製造間接費
各種の製品のために共通に消費されるか，または特定の製品ごとにどれくらい消費された

かが個別に計算できない製造原価のことを製
せい
造
ぞう
間
かん
接
せつ
費
ひ
という。具体的には，複数の製品を製

造している場合の工場設備の減価償却費などがある。

これらの分類をまとめると，次のようになる。

形
態
別
分
類

製品との関連における分類
製造直接費

直接材料費

直接労務費

直接 経費

製造間接費

間接材料費

間接労務費

間接経費

材料費

労務費

経　費
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製造原価は，原価計算の必要に応じて，直
ちょく
接
せつ
材
ざい
料
りょう
費
ひ
と加

か
工
こう
費
ひ
に分類することがある。

⑴　直接材料費
製品の本体（または本体の一部）を構成する物品の消費高をいう。

⑵　加工費
直接材料を加工するための原価であり，製造原価のうち直接材料費以外をいう。
詳しくは，「テーマ12　総合原価計算（Ⅰ）」以降で学習する。

直接材料費と加工費
★supplement

3．操業度との関連における分類
製造原価は，原価計算の必要に応じて，操業度との関連で変動費と固定費などに分類すること

がある。なお，操
そう
業
ぎょう
度
ど
とは工場の利用程度を製品の製造数量や作業時間などで測った度合い（生

産設備の利用程度）をいう。たとえば，製造数量であれば，月間生産量○○個と表される。
⑴　変動費
操業度の増減に応じて比例的に増減する原価を変

へん
動
どう
費
ひ
という。

変動費

操業度（たとえば製造数量）0

原
価

⑵　固定費
操業度の増減に関係なく一定額発生する原価を固

こ
定
てい
費
ひ
という。

固定費

操業度（たとえば製造数量）0

原
価

詳しくは，「テーマ09　個別原価計算（Ⅱ），テーマ19　標準原価計算（Ⅱ），テーマ20　直接原
価計算（Ⅰ）およびテーマ21　直接原価計算（Ⅱ）」で学習する。
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4	個別原価計算と総合原価計算
原価計算は，製品をどのように生産しているのか（生産形態という）によって，個別原価計算
と総合原価計算という２つの計算方法に分けることができる。

1．個別原価計算
個
こ
別
べつ
原
げん
価
か
計
けい
算
さん
とは，顧客の注文に応じて特定の製品（注文品）を個別に生産する個別受注生産

を行う工企業において用いられる原価計算の方法である。具体的には，家具製造業・造船業・大
型機械製造業などの業種で採用される方法である。

個別原価計算では，顧客の注文に応じて特定の製品を個別に生産するため，特定の製品ごとの
原価を個別に計算する必要がある。そのため顧客から製品の注文を受けると，製品の注文主や製
品の種類と数量，製造着手日，完成予定日などを記載した製造作業の命令書を発行する。この命
令書を製

せい
造
ぞう
指
さし
図
ず
書
しょ
という。また，この製造指図書は顧客からの注文ごとに発行される指図書なの

で，特
とく
定
てい
製
せい
造
ぞう
指
さし
図
ず
書
しょ
ともいう。

　個別原価計算では，個々の製品ごとに製造指図書を発行し，この製造指図書
ごとに原価を集計することで，各製品の原価（製造原価）を計算する。ここが

POINT
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個別原価計算において，直接材料費・直接労務費・直接経費といった製造直接費は製品ごとの
消費額が判明するため，製品ごとに個別に原価を集計していく。この製造直接費を各製品に集計
する手続きを賦

ふ
課
か
（または直

ちょっ
課
か
）という。

これに対して，間接材料費・間接労務費・間接経費といった製造間接費は工場全体での消費額
は知ることができるが，製品ごとの消費額が判明しないので，このままでは特定の製品の原価を
知ることができない。そこで，ある一定の基準

3 3 3 3 3 3 3

によって，製造間接費を各製品に割り当てる（負
担させる）手続きが必要になる。この割り当てる手続きを配

はい
賦
ふ
という。

設例	 1-2

当社では，注文によって家具を製造販売している。次の資料によって，当月に製造し
た家具Ａ（製造指図書№１）と家具Ｂ（製造指図書№２）の製造原価はいくらになるか
答えなさい。なお，当月の注文はこの２つですべてであり，両方とも当月中に完成した。
（資　料）
　材料の当月消費額…………家具Ａに 2,000 円 家具Ｂに 1,500 円 共通で 1,500 円
　労働力の当月消費額………家具Ａに 2,000 円 家具Ｂに 2,000 円 共通で 1,500 円
　電気代などの当月消費額…共通で 3,600 円
各製品に共通に消費した原価（製造間接費）は 6,600 円であり，これを家具Ａに 3,600

円，家具Ｂに 3,000 円ずつ割り当てた（配賦した）。

〈解答・解説〉

したがって，家具Ａの製造原価は 7,600 円，家具Ｂは 6,500 円となる。

家 具 Ａ
直接材料費　2,000 円
直接労務費　2,000 円
製造間接費　3,600 円
　　計　　　7,600 円

№１

家 具 Ｂ
直接材料費　1,500 円
直接労務費　2,000 円
製造間接費　3,000 円
　　計　　　6,500 円

№２

製造間接費
6,600 円

配　賦

材料費：5,000 円 直接費：3,500 円
間接費：1,500 円

労務費：5,500 円 直接費：4,000 円
間接費：1,500 円

経　費：3,600 円 直接費：        0 円
間接費：3,600 円

　計　   14,100 円

賦課（直課）
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2．総合原価計算
総
そう
合
ごう
原
げん
価
か
計
けい
算
さん
とは，同じ規格の製品を連続して大量見込生産を行う工企業において用いられる

原価計算の方法である。具体的には，パン製造業・自動車製造業・衣料品製造業などの業種で採
用される方法である。

総合原価計算では，同じ規格の製品を連続して大量に生産するため，製品の原価は１カ月（原
価計算期間）ごとにまとめて計算すればよい。このため月初において，その月の生産量を記載し
た製造作業の命令書（製造指図書）を発行する。これは毎月発行される製造指図書であり，継

けい
続
ぞく

製
せい
造
ぞう
指
さし
図
ず
書
しょ
という。

　総合原価計算では，１カ月間に製品を生産するのに要した製造原価をまとめ
て集計し，１カ月間の製品の生産量で割ることによって製品１個あたりの原価
（製造原価）を計算する。

ここが
POINT

設例	 1-3

当社は，パンを大量生産している。当月のパンの生産量は 40,000 個であり，この製
造に要した原価は次のとおりであった。当月のパン１個あたり製造原価はいくらになる
か答えなさい。
パンの材料（小麦粉）代金およびそれ以外の製造原価…12,000,000 円

〈解答・解説〉
当月のパン１個あたり製造原価：12,000,000 円÷ 40,000 個＝ 300 円/個
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　振替仕訳は，勘定記入から仕訳を考えることがポイントである。

ここが
POINT

振替仕訳（３級の復習）
★supplement

振
ふり
替
かえ
仕
し
訳
わけ
とは，ある勘定から別の勘定に残高

3 3

を移すための仕訳である。工業簿記の仕訳は，ほ
とんどが振替仕訳であるため，この考え方は重要である。
振替仕訳には，次の２つのパターンがある。
⑴　借方から借方への振り替え

たとえば，Ａ勘定の借方残高120円をＢ勘定の借方に振り替える場合，まず，Ｂ勘定の借方
に残高120円を記入する。次に，Ａ勘定の貸方に120円を記入し，Ａ勘定の残高をゼロにする。

⑵　貸方から貸方への振り替え

たとえば，Ｃ勘定の貸方残高150円をＢ勘定の貸方に振り替える場合，まず，Ｂ勘定の貸方
に残高150円を記入する。次に，Ｃ勘定の借方に150円を記入し，Ｃ勘定の残高をゼロにする。

ＢＡ

120

Ｂ

120

Ａ

120 120

（　　　Ｂ　　　）　　　　120　　　　　　（　　　Ａ　　　）　　　　120　

Ｂ Ｃ

150

Ｂ

150

Ｃ

150 150

（　　　Ｃ　　　）　　　　150　　　　　　（　　　Ｂ　　　）　　　　150
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02

1	工業簿記の勘定連絡図
工業簿記では，企業の内部活動である製造活動について，原価計算の結果を受けて帳簿に記録

していく。そのため製造活動に関するいくつかの特有な勘定科目が用いられる。
また，製造活動の計算は製品の製造活動の進行にともなって段階的に行われていくため，その

記録も製造活動の進行にともなって段階的になされていく。したがって，工業簿記の勘定記入は
振替記入の連続であり，この勘定と勘定の連絡を理解することが重要となる。

1．勘定連絡図（個別原価計算を用いている場合）
工場全体の勘定連絡図を，個別原価計算を用いている場合を前提として，製造活動の進行に沿

って説明する。
材　　　　　料

購 入 額
直 接 費
間 接 費

⑴

賃　　　　　金

支 払 額
直 接 費
間 接 費

⑴

経　　　　　費

支 払 額
直 接 費
間 接 費

⑴

⑹

⑵

⑵

⑵

⑷

⑸

⑹

⑶

仕　　掛　　品

完成品原価

直接材料費
直接労務費
直接経費
製造間接費

製 造 間 接 費

配 賦 額
間接材料費

間接経費
間接労務費 売上原価

売　上　原　価

製　　　　　品

売上原価完成品原価

月　次　損　益

売 上 高
売上原価

販　売完成品

材　料（材料勘定）

労働力（賃金勘定）

その他（経費勘定）

作業現場

（仕掛品勘定）

製品倉庫

（製品勘定）

工業簿記の勘定連絡
T h e m e

Date.1 / Date.2 / Date.3 /

ここでは，工業簿記を理解するにあたって，最も重要な勘定連絡図について学習する。C h e c kC h e c k
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⑴　製品を製造するために，材料の購入・労働力の購入（支払い）・その他の購入（支払い）
を行ったとき，それらを材

ざい
料
りょう
，賃
ちん
金
ぎん
，経
けい
費
ひ
の各勘定に記録する。

⑵　購入した材料・労働力などを製品の製造のために使用（消費）したとき，それらのうち製
造直接費は仕

し
掛
かかり
品
ひん
勘定へ，製造間接費は製

せい
造
ぞう
間
かん
接
せつ
費
ひ
勘定へ振り替える。

⑶　いったん製造間接費勘定に集計した製造間接費は，適当な基準により各製品に配賦し，こ
れを仕掛品勘定に振り替える。

⑷　製品が完成したとき，完成した製品の製造原価（完成品原価という）を製
せい
品
ひん
勘定に振り替える。

⑸　製品を販売したとき，売上を計上するとともに，販売した製品の売上原価を売
うり
上
あげ
原
げん
価
か
勘定

に振り替える。

⑹　原価計算を１カ月ごとに行っているため，損益も１カ月ごとに計算する。そのために売上
や売上原価などの収益・費用を月

げつ
次
じ
損
そん
益
えき
勘定に振り替える。

（注）仕掛品勘定は，製造中の製品に投入された原価を集計する勘定である。ただし，間接材料費，間接労務
費，間接経費といった製造間接費は，仕掛品勘定に集計する前にいったん製造間接費勘定に集計してお
く。なお，仕掛品勘定に代えて製

せい
造
ぞう
勘定とすることもある。

（注）製品勘定は，完成した製品の増加（完成），減少（販売）を記録する勘定である。

（注）工業簿記では，販売した製品の売上原価は販売したつど売上原価勘定に振り替える。

（材 料） ×× （買 掛 金 な ど） ××
（賃 金） ×× （現 金 な ど） ××
（経 費） ×× （現 金 な ど） ××

（仕 掛 品） ×× （材 料） ××
（製 造 間 接 費） ××
（仕 掛 品） ×× （賃 金） ××
（製 造 間 接 費） ××
（仕 掛 品） ×× （経 費） ××
（製 造 間 接 費） ××

（仕 掛 品） ×× （製 造 間 接 費） ××

（製 品） ×× （仕 掛 品） ××

（売 掛 金 な ど） ×× （売 上） ××
（売 上 原 価） ×× （製 品） ××

（売 上） ×× （月 次 損 益） ××
（月 次 損 益） ×× （売 上 原 価） ××

（注）材料勘定は材料の購入・消費を，賃金勘定は労働力の購入（支払い）・消費を，経費勘定はその他の原
価の購入（支払い）・消費を記録する勘定である。
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基本例題02� 解答・解説256ページ

　次の取引の仕訳を行い，与えられた勘定の（　　）内に適当な金額を記入しなさい。
⑴①　材料5,000円を掛けで購入した。
　②　当月支給分の賃金（労務費）5,500円を現金で支払った。
　③　当月請求分の経費3,600円を現金で支払った。
⑵①　当月消費した材料は，直接費として3,500円，間接費として1,500円であった。
　②　当月消費した労務費は，直接費として4,000円，間接費として1,500円であった。
　③　当月消費した経費は，間接費として3,600円であった。
⑶　製造間接費勘定に集計した間接費6,600円を，当月製造したすべての製品に割り当てた
（配賦した）。
⑷　当月完成した製品の製造原価は14,100円と計算された。
⑸　当月完成した製品を20,000円で販売し，代金は掛けとした。
⑹　当月の売上高および売上原価を月次損益勘定に振り替えた。

材　　　　　料 仕　　掛　　品
買 掛 金（　　　　 ）諸 口（　　　　 ） 材 料（　　　　 ）製 品（　　　　 ）

賃 金（　　　　 ）
賃　　　　　金 製造間接費（　　　　 ）

現 金（　　　　 ）諸 口（　　　　 ） （　　　　 ） （　　　　 ）

経　　　　　費 製 造 間 接 費
現 金（　　　　 ）製造間接費（　　　　 ） 材 料（　　　　 ）仕 掛 品（　　　　 ）

賃 金（　　　　 ）
経 費（　　　　 ）

（　　　　 ） （　　　　 ）

製　　　　　品 売　上　原　価
仕 掛 品（　　　　 ）売 上 原 価（　　　　 ） 製 品（　　　　 ）月 次 損 益（　　　　 ）

月　次　損　益 売　　　　　上
売 上 原 価（　　　　 ）売 上（　　　　 ） 月 次 損 益（　　　　 ）売 掛 金（　　　　 ）
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2．勘定連絡図（総合原価計算を用いている場合）
総合原価計算を用いている場合でも，基本的な勘定連絡図は個別原価計算を用いている場合と

同じである。
総合原価計算においては，製造原価は直接材料費とそれ以外の製造原価である加工費という分

類がなされるため，加工費を集計するための加
か
工
こう
費
ひ
勘定が設定される。詳しくは「テーマ12」

から学習するが，参考までに，総合原価計算を用いている場合を前提とした勘定連絡図を示して
おく。

材　　　　　料

購 入 額
直 接 費
間 接 費

賃　　　　　金

支 払 額 労 務 費

経　　　　　費

支 払 額 経　　費

仕　　掛　　品

完成品原価

直接材料費

加 工 費

加　　工　　費

配 賦 額
間接材料費

経　　費
労 務 費 売上原価

売　上　原　価

製　　　　　品

売上原価完成品原価

月　次　損　益

売 上 高
売上原価

販　売完成品
材　料（材料勘定）

労働力（賃金勘定）

その他（経費勘定）

作業現場

（仕掛品勘定）

製品倉庫

（製品勘定）

　工業簿記は工場全体の勘定連絡図を意識し，どんな問題を解いていくときで
も，勘定連絡図（全体像）を思い浮かべながら学習することが重要である。ここが

POINT
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日商簿記 級2
工 業

簿 記

解 答・解 説
基 本 例 題



〔１〕工場電力料・ガス代・水道代
〔２〕新製品を販売するための広告費
〔１〕工場事務職員給料
〔３〕本社事務職員給料
〔１〕製品の素材消費額

⑴ ①（材 料） 5,000 （買 掛 金） 5,000
②（賃 金） 5,500 （現 金） 5,500
③（経 費） 3,600 （現 金） 3,600

⑵ ①（仕 掛 品） 3,500 （材 料） 5,000
（製 造 間 接 費） 1,500

②（仕 掛 品） 4,000 （賃 金） 5,500
（製 造 間 接 費） 1,500

③（製 造 間 接 費） 3,600 （経 費） 3,600

（注）参考までに，⑵の①～③の仕訳をまとめると次のようになる。
（仕 掛 品） 7,500 （材 料） 5,000
（製 造 間 接 費） 6,600 （賃 金） 5,500

（経 費） 3,600

⑶ （仕 掛 品） 6,600 （製 造 間 接 費） 6,600 
⑷ （製 品） 14,100 （仕 掛 品） 14,100
⑸ （売 掛 金） 20,000 （売 上） 20,000

（売 上 原 価） 14,100 （製 品） 14,100
⑹ （売 上） 20,000 （月 次 損 益） 20,000

（月 次 損 益） 14,100 （売 上 原 価） 14,100

材 料
買 掛 金 （5,000）諸 口 （5,000）

賃 金
現 金 （5,500）諸 口 （5,500）

経 費
現 金 （3,600）製造間接費 （3,600）

仕 掛 品
材 料 （ 3,500）製 品 （14,100）
賃 金 （ 4,000）
製造間接費 （ 6,600）

（14,100） （14,100）

製 造 間 接 費
材 料 （ 1,500）仕 掛 品 （ 6,600）
賃 金 （ 1,500）
経 費 （ 3,600）

（ 6,600） （ 6,600）

基本例題01

基本例題02

256
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Ｂ材料の当月実際消費数量　　　　　72㎏

（材 料） 10,000 （買 掛 金） 9,600
（当 座 預 金） 400

⑴ （材 料） 10,000 （買 掛 金）　 10,000 
⑵ （仕 掛 品）　 7,800 （材 料） 8,400

（製 造 間 接 費）　 600

（注）「諸口」に代えて，個々の相手科目を記入することもある。

＊　直接材料費：@120円×65㎏＝7,800円　間接材料費：@120円×５㎏＝600円
（注 ）この基本例題は，［設例3－1，4－1，4－2］を総合問題形式で問い直したものである。本例

題を解くことで，これまでの一連の手続きをもう一度確認してほしい。

＊　当月実際消費数量：（20㎏＋80㎏）－28㎏＝72㎏

材 料
諸 口 （10,000）

＊　平 均 単 価： @42円×400㎏＋＠45円×1,600㎏
400㎏＋1,600㎏ ＝@44.4円

　　当 月 消 費 額：@44.4円×1,500㎏＝66,600円

＊　当 月 消 費 額：@42円×400㎏＋@45円×1,100㎏＝66,300円

製 品
仕 掛 品 （14,100）売 上 原 価 （14,100）

売 上 原 価
製 品 （14,100）月 次 損 益 （14,100）

月 次 損 益
売 上 原 価 （14,100）売 上 （20,000）

売 上
月 次 損 益 （20,000）売 掛 金 （20,000）

仕 掛 品
材 料 （ 7,800）

製 造 間 接 費
材 料 （   600）

材 料
前 月 繰 越 2,000 諸 口 （ 8,400）
買 掛 金 （10,000）次 月 繰 越 （ 3,600）

（12,000） （12,000）

基本例題03

基本例題04

基本例題05

基本例題06

⑴　平 均 法　　　 66,600円

⑵　先入先出法　　　 66,300円

257
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